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[緒言] 次亜塩素酸水は消毒や除菌、消臭剤として注目を集めている。次亜塩素酸水は食塩水を電

気分解して製造できる。この中で 3 室型と言われる電解水製造装置では陽極室で次亜塩素酸水を、

陰極室では洗浄に向く水酸化ナトリウム水を生成し、中間室には原料となる食塩水を入れる。各

室間には塩化物イオンを選択的に通す膜、ナトリウムイオンを選択的に通す膜がそれぞれ設置さ

れる。前者の膜は一般に高価で耐久性に劣る。そこで安価で耐久性に優れるフッ素系の多孔質膜

を検討した。しかし、塩化物イオンと同時にナトリウムイオンもかなり通してしまうために、次

亜塩素酸水の中に食塩が混じってしまい、3 室型の利点を損なう。本講演では多孔質膜をアルミ

酸化物の一種である安定なベーマイト処理することにより、高機能化を試みた。 

[実験] PTFE 多孔質膜をアルミニウムトリイソプロポキシドのイソプロパノール溶液に浸漬後、

大気中 200℃で加熱、熱水で煮沸してベーマイト化した。塩化物イオンの透過性は銀薄膜上に多

孔質膜を貼り付け、エタノール浸漬から水に置換し、塩水中でサイクリックボルタンメトリーで

多孔質膜を通過してくる塩化物イオンと銀との反応電流を測定しプラス電位（時間に相当）との

傾きから評価した。ナトリウムイオンの透過性はナトリウムイオンセンサーの感応膜に多孔質膜

を貼り、5分後のナトリウムイオンの測定値から評価した。3室型のセルで電解を行い、次亜塩素

酸の生成効率と次亜塩素酸水に含まれるナトリウムイオンを測定した。 

[結果と考察] 表１に示すようにベーマイト処理したＰＴＦＥ膜は元のＰＴＦＥ膜よりも塩化物イ

オンの透過性が向上し、ナトリウムイオンの透過性は減少した。その結果、次亜塩素酸の生成効

率は向上し、含まれるナトリウムイオンの量は減少した。ベーマイトはＡｌＯＯＨの示性式で表

せ、ゼータ電位がプラスであることが知られている。多孔質の孔は細くなっているはずであるが、

静電的な効果によって特性が向上したと考えられる。 

表１ 多孔質膜の塩化物イオンおよびナトリウムイオン透過性と次亜塩素酸生成効率 

多孔質膜 Cl-透過性
390ppmNa+透過性

(5分間）

次亜塩素酸生成

効率
Na+濃度

mol/(Vscm2 wt%NaCl) ppm ％（対電流量） ppm

未処理PTFE 28 300 30 460

ベーマイト処理PTFE 48 161 90 110
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